
ごあいさつ
令和６年能登半島地震により、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上

げるとともに、犠牲になられた方々に衷心よりお悔やみ申し上げます。
また会員の皆様には、格別のご愛顧とご支援を賜り厚くお礼を申し上げます。
ここに第109期（令和5年度）の事業の概況と決算の内容をご報告いたし

ます。
令和5年度は新型コロナの影響も少しずつ薄れ、物価高騰の影響なども

懸念されましたが、サービス業を中心に持ち直しの動きがみられ、個人消費
は穏やかに回復しつつありました。しかし人口減少という構造的な問題もあ
り人手不足がより深刻化し、コロナ前の売上に回復する事業者は少なく、依
然として厳しい状況でした。
そのようななか2024年元日、未曾有の大震災が能登半島を襲いました。
平穏だった日常が一瞬に奪われ、津波の被害や輪島市の大火災の発生、

そして広範囲におよぶ家屋の倒壊により、多くの尊い命が失われました。また、
道路・電気・水道・通信など全てのインフラが各地で寸断され、未だに大
勢の方々が避難所生活を強いられています。のとしんは、この地域に一日も
早く日常が戻れるよう能登半島地震対応を最重点課題として早期の復旧復
興を目指し、たゆまぬ努力を続ける所存です。
のとしんはコロナ禍の一昨年から【疾風勁草】を掲げて取り組んでまいり

ました。それは「地域やお客様の苦難の時にこそ金融機関としての真価を発
揮し、地域で一番頼りにされる存在でありたい。」との思いからです。その思
いを震災の今、役職員が共有し復旧復興に全力で取り組んでまいります。
令和5年度の決算は、預金残高329,839百万円、貸出金残高177,474百

万円となりました。一方、収益面では経常収益が前期比377百万円増の
4,264百万円、本業益であるコア業務純益は79百万円増の776百万円となり
ました。一方で経常収支は4,042百万円の損失となり最終利益も3,859百万
円の純損失となりました。純損失の要因については、震災により先行き不透
明な状況に対し予め厳しい基準での査定をし、引当金の積み増しを行った
結果であり、震災による一過性のものと捉えております。また、自己資本比
率につきましては11.10％と国内基準4.0％を大幅に上回っており、経営の健
全性には全く問題ないものであります。幸い当金庫は、109年の歴史の中で
お客様から預かってきた分厚い資本の集積があります。このような震災後の
復旧復興の時は、一時的には利益を減らしても、それらを地域やお客様の
ためにさまざまな形で還元すべき時であると考えます。すなわち地域金融機
関の使命、すなわち地域経済を全力で支え、お客様のために奉仕するとい
う基本理念に基づき、復旧復興に役職員一丸となって邁進する所存であり、
令和6年度は業績が大幅に回復することを見込んでいます。
何卒、会員の皆様には、以上の趣旨をご理解の上、より一層のご指導と

ご支援を賜りますようお願い申し上げ、私からのご挨拶といたします。
令和６年６月

理事長 鈴木正俊

事業の概況
預 金 当期末残は329,839百万円となり、期中

では4,551百万円の減少となりました。内訳
として要求払預金は10,389百万円増加しま
したが、定期性預金は14,941百万円の減
少となりました。

貸 出 金 当期末残は177,474百万円となり、期中
では104百万円の増加となりました。内訳と
して事業性資金は1,654百万円増加しました
が、地方公共団体向け資金は888百万円、
消費性資金は661百万円減少しました。

出 資 金
諸 積 立 金
自己資本比率

出資金は当期末残高730百万円（会員数
30,069人）、諸積立金の期末残高は17,877
百万円となりました。
自己資本額は16,386百万円となり、自己
資本比率については、当期末11.10％と国
内基準4.0％を大きく上回っております。

利 益 等 令和6年能登半島地震により、多くのお取
引先の建物や設備に多大な被害が及び復
旧復興までに相当期間と費用を要すると見
込まれ、その影響は広範に及ぶことが懸念
されています。こうした懸念から予め、より厳
しい基準での引き当てを計上し将来のリスク
に備えました。
その結果、経常収益では377百万円増加
の4,264百万円となりましたが、経常利益で
は4,382百万円減少の4,042百万円の経常
損失となり、増収減益となりました。本業益
を示すコア業務純益は79百万円増加の776
百万円となりましたが、3,859百万円の当期
純損失となりました。

店舗及び職員 
そ の 他

営業店舗数は24店舗と前期と同様であり
ます。その他、店舗外の現金自動機コーナー
として15ヶ所設置しています。役職員数は、
期末人員198人で前期比9人減少していま
す。
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貸借対照表 第109期末
令和6年3月31日現在

科目 金額 科目 金額
（資産の部） 千円 （負債の部） 千円

現 金 2,979,163 預 金 積 金 329,839,231

預 け 金 71,933,290 当 座 預 金 3,878,497
買入金銭債権 1,058,492 普 通 預 金 168,236,816
金 銭 の 信 託 － 貯 蓄 預 金 216,873
有 価 証 券 90,846,572 通 知 預 金 909,331

国 債 12,145,785 定 期 預 金 149,121,266
地 方 債 17,725,907 定 期 積 金 6,194,377
社 債 29,703,119 その他の預金 1,282,067
株 式 1,831,830 借 用 金 300,323

その他の証券 29,439,930 借 入 金 300,323
貸 出 金 177,474,982 そ の 他 負 債 833,546

割 引 手 形 203,337 未決済為替借 194,890
手 形 貸 付 5,182,278 未 払 費 用 158,957
証 書 貸 付 153,086,240 給付補塡備金 1,076
当 座 貸 越 19,003,125 未払法人税等 123,114

そ の 他 資 産 2,363,941 前 受 収 益 11,579
未決済為替貸 108,163 払 戻 未 済 金 4,992
信金中金出資金 1,860,600 職 員 預り 金 115,236
前 払 費 用 2,979 リ ース 債 務 154,590
未 収 収 益 280,342 資産除去債務 10,564
その他の資産 111,856 その他の負債 58,543
有形固定資産 2,348,782 賞 与 引 当 金 78,237

建 物 430,638 役員賞与引当金 7,668

土 地 1,545,231 退職給付引当金 316,812

リ ース 資 産 134,068 役員退職慰労引当金 103,752

建 設 仮 勘 定 － 睡眠預金払戻損失引当金 5,307

その他の有形固定資産 238,843 偶発損失引当金 35,376

無形固定資産 98,710 特別法上の引当金 －

ソフトウェア 68,671 債 務 保 証 4,369,829

リ ース 資 産 3,394 負債の部合計 335,890,117 

その他の無形固定資産 26,645 （純資産の部）
繰延税金資産 1,057,176 出 資 金 730,815

債務保証見返 4,369,829 普 通 出 資 金 730,815
貸 倒 引 当 金 △ 6,706,946 優 先 出 資 金 －

（うち個別貸倒引当金） （△ 5,820,198）優先出資申込証拠金 －

資 本 剰 余 金 －

利 益 剰 余 金 14,902,342

利 益 準 備 金 735,813
その他の利益剰余金 14,166,529
特別積立金 17,877,580

（経営安定化特別積立金） （1,500,000）
当期未処理損失金 3,711,050

（当期純損失） （3,859,300）
処分未済持分 △ 20,169

自己優先出資
会員勘定合計 15,612,988

その他有価証券評価差額金 △ 3,679,074

繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計 △ 3,679,074

純資産の部合計 11,933,914

資産の部合計 347,823,996 負債及び純資産の部合計 347,823,996

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

損益計算書 第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科目 金額
千円

経 常 収 益 4,264,112

資 金 運 用 収 益 3,464,137

貸 出 金 利 息 2,391,784
預 け 金 利 息 247,184
有価証券利息配当金 693,201
そ の 他 の 受 入 利 息 131,966

役 務 取 引 等 収 益 408,404

受 入 為 替 手 数 料 135,500
そ の 他 の 役 務 収 益 272,903

そ の 他 業 務 収 益 36,512

外 国 為 替 売 買 益 －
国 債 等 債 券 売 却 益 200
国 債 等 債 券 償 還 益 4,767
そ の 他 の 業 務 収 益 31,545

そ の 他 経 常 収 益 355,057

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －
償 却 債 権 取 立 益 9,497
株 式 等 売 却 益 296,699
金 銭 の 信 託 運 用 益 －
そ の 他 の 経 常 収 益 48,861

経 常 費 用 8,306,308

資 金 調 達 費 用 34,862

預 金 利 息 21,506
給付補塡備金繰入額 377
借 用 金 利 息 7,133
そ の 他 の 支 払 利 息 5,844

役 務 取 引 等 費 用 283,918

支 払 為 替 手 数 料 51,195
そ の 他 の 役 務 費 用 232,722

そ の 他 業 務 費 用 100,522

外 国 為 替 売 買 損 －
国 債 等 債 券 売 却 損 98,041
国 債 等 債 券 償 還 損 808
国 債 等 債 券 償 却 －
そ の 他 の 業 務 費 用 1,673

経 費 2,830,414

人 件 費 1,619,241
物 件 費 1,099,811
税 金 111,361

そ の 他 経 常 費 用 5,056,591

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 4,911,686
貸 出 金 償 却 2,527
株 式 等 売 却 損 102,095
株 式 等 償 却 590
金 銭 の 信 託 運 用 損 －
そ の 他 資 産 償 却 5,152
そ の 他 の 経 常 費 用 34,539

経 常 損 失 4,042,196

特 別 利 益 －

固 定 資 産 処 分 益 － 
そ の 他 の 特 別 利 益 － 

特 別 損 失 117,503

固 定 資 産 処 分 損 670 
減 損 損 失 116,832 
そ の 他 の 特 別 損 失 － 

税 引 前 当 期 純 損 失 4,159,700

法人税・住民税及び事業税 188,063

法 人 税 等 調 整 額 △ 488,463

法 人 税 等 合 計 △ 300,399

当 期 純 損 失 3,859,300

繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 148,249

当 期 未 処 理 損 失 金 3,711,050

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

剰余金処分
（円）

当期未処理損失金 3,711,050,633
　　当期純損失 3,859,300,022
　　前期繰越金 148,249,389
積立金取崩額
　　特別積立金取崩額 3,900,000,000
　　（うち経営安定化特別積立金） （1,500,000,000）
計 188,949,367

これをつぎのとおり処分する

剰余金処分額 14,316,927
　　利益準備金 −
　　普通出資に対する配当金（年 2％） 14,316,927
　　特別積立金
繰越金（当期末残高） 174,632,440

貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2の規定にもと
づき、太陽有限責任監査法人の監査を受け、いずれも正しく示されているものと認められてい
ます。

令和6年6月

のと共栄信用金庫

理 事 長 鈴 木 正 俊

専 務 理 事 
（ 統 括 本 部 長 ） 鰀 目 孝 和

常 務 理 事 
（管理本部長・事務管理部長） 田 村 謙 吉

常 務 理 事 
（ 営 業 本 部 長 ） 鰀 目 　 剛

常 勤 理 事 
（管理本部副本部長・融資管理部長） 片 原 孝 憲

理 事 小 田 與 之 彦

理 事 小 松 栄 子

理 事 伊 藤 康 夫

常 勤 監 事 宮 本  　 明

監 事 
（ 員 外 ） 池 水 龍 一

監 事 𠮷𠮷 𠮷 外 𠮷 𠮷

以上監査の結果、適法かつ正確妥当であることを認めます。
令和 6 年 6 月

第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで



貸借対照表 第109期末
令和6年3月31日現在

科目 金額 科目 金額
（資産の部） 千円 （負債の部） 千円

現 金 2,979,163 預 金 積 金 329,839,231

預 け 金 71,933,290 当 座 預 金 3,878,497
買入金銭債権 1,058,492 普 通 預 金 168,236,816
金 銭 の 信 託 － 貯 蓄 預 金 216,873
有 価 証 券 90,846,572 通 知 預 金 909,331

国 債 12,145,785 定 期 預 金 149,121,266
地 方 債 17,725,907 定 期 積 金 6,194,377
社 債 29,703,119 その他の預金 1,282,067
株 式 1,831,830 借 用 金 300,323

その他の証券 29,439,930 借 入 金 300,323
貸 出 金 177,474,982 そ の 他 負 債 833,546

割 引 手 形 203,337 未決済為替借 194,890
手 形 貸 付 5,182,278 未 払 費 用 158,957
証 書 貸 付 153,086,240 給付補塡備金 1,076
当 座 貸 越 19,003,125 未払法人税等 123,114
そ の 他 資 産 2,363,941 前 受 収 益 11,579

未決済為替貸 108,163 払 戻 未 済 金 4,992
信金中金出資金 1,860,600 職 員 預り 金 115,236
前 払 費 用 2,979 リ ース 債 務 154,590
未 収 収 益 280,342 資産除去債務 10,564
その他の資産 111,856 その他の負債 58,543
有形固定資産 2,348,782 賞 与 引 当 金 78,237

建 物 430,638 役員賞与引当金 7,668

土 地 1,545,231 退職給付引当金 316,812

リ ース 資 産 134,068 役員退職慰労引当金 103,752

建 設 仮 勘 定 － 睡眠預金払戻損失引当金 5,307

その他の有形固定資産 238,843 偶発損失引当金 35,376

無形固定資産 98,710 特別法上の引当金 －

ソフトウェア 68,671 債 務 保 証 4,369,829

リ ース 資 産 3,394 負債の部合計 335,890,117 

その他の無形固定資産 26,645 （純資産の部）
繰延税金資産 1,057,176 出 資 金 730,815

債務保証見返 4,369,829 普 通 出 資 金 730,815
貸 倒 引 当 金 △ 6,706,946 優 先 出 資 金 －

（うち個別貸倒引当金） （△ 5,820,198）優先出資申込証拠金 －

資 本 剰 余 金 －

利 益 剰 余 金 14,902,342

利 益 準 備 金 735,813
その他の利益剰余金 14,166,529
特別積立金 17,877,580

（経営安定化特別積立金） （1,500,000）
当期未処理損失金 3,711,050

（当期純損失） （3,859,300）
処分未済持分 △ 20,169

自己優先出資
会員勘定合計 15,612,988

その他有価証券評価差額金 △ 3,679,074

繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計 △ 3,679,074

純資産の部合計 11,933,914

資産の部合計 347,823,996 負債及び純資産の部合計 347,823,996

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

損益計算書 第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科目 金額
千円

経 常 収 益 4,264,112

資 金 運 用 収 益 3,464,137

貸 出 金 利 息 2,391,784
預 け 金 利 息 247,184
有価証券利息配当金 693,201
そ の 他 の 受 入 利 息 131,966

役 務 取 引 等 収 益 408,404

受 入 為 替 手 数 料 135,500
そ の 他 の 役 務 収 益 272,903

そ の 他 業 務 収 益 36,512

外 国 為 替 売 買 益 －
国 債 等 債 券 売 却 益 200
国 債 等 債 券 償 還 益 4,767
そ の 他 の 業 務 収 益 31,545

そ の 他 経 常 収 益 355,057

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －
償 却 債 権 取 立 益 9,497
株 式 等 売 却 益 296,699
金 銭 の 信 託 運 用 益 －
そ の 他 の 経 常 収 益 48,861

経 常 費 用 8,306,308

資 金 調 達 費 用 34,862

預 金 利 息 21,506
給付補塡備金繰入額 377
借 用 金 利 息 7,133
そ の 他 の 支 払 利 息 5,844

役 務 取 引 等 費 用 283,918

支 払 為 替 手 数 料 51,195
そ の 他 の 役 務 費 用 232,722

そ の 他 業 務 費 用 100,522

外 国 為 替 売 買 損 －
国 債 等 債 券 売 却 損 98,041
国 債 等 債 券 償 還 損 808
国 債 等 債 券 償 却 －
そ の 他 の 業 務 費 用 1,673

経 費 2,830,414

人 件 費 1,619,241
物 件 費 1,099,811
税 金 111,361

そ の 他 経 常 費 用 5,056,591

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 4,911,686
貸 出 金 償 却 2,527
株 式 等 売 却 損 102,095
株 式 等 償 却 590
金 銭 の 信 託 運 用 損 －
そ の 他 資 産 償 却 5,152
そ の 他 の 経 常 費 用 34,539

経 常 損 失 4,042,196

特 別 利 益 －

固 定 資 産 処 分 益 － 
そ の 他 の 特 別 利 益 － 

特 別 損 失 117,503

固 定 資 産 処 分 損 670 
減 損 損 失 116,832 
そ の 他 の 特 別 損 失 － 

税 引 前 当 期 純 損 失 4,159,700

法人税・住民税及び事業税 188,063

法 人 税 等 調 整 額 △ 488,463

法 人 税 等 合 計 △ 300,399

当 期 純 損 失 3,859,300

繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 148,249

当 期 未 処 理 損 失 金 3,711,050

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

剰余金処分
（円）

当期未処理損失金 3,711,050,633
　　当期純損失 3,859,300,022
　　前期繰越金 148,249,389
積立金取崩額
　　特別積立金取崩額 3,900,000,000
　　（うち経営安定化特別積立金） （1,500,000,000）
計 188,949,367

これをつぎのとおり処分する

剰余金処分額 14,316,927
　　利益準備金 −
　　普通出資に対する配当金（年 2％） 14,316,927
　　特別積立金
繰越金（当期末残高） 174,632,440

貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2の規定にもと
づき、太陽有限責任監査法人の監査を受け、いずれも正しく示されているものと認められてい
ます。

令和6年6月

のと共栄信用金庫

理 事 長 鈴 木 正 俊

専 務 理 事 
（ 統 括 本 部 長 ） 鰀 目 孝 和

常 務 理 事 
（管理本部長・事務管理部長） 田 村 謙 吉

常 務 理 事 
（ 営 業 本 部 長 ） 鰀 目 　 剛

常 勤 理 事 
（管理本部副本部長・融資管理部長） 片 原 孝 憲

理 事 小 田 與 之 彦

理 事 小 松 栄 子

理 事 伊 藤 康 夫

常 勤 監 事 宮 本  　 明

監 事 
（ 員 外 ） 池 水 龍 一

監 事 𠮷𠮷 𠮷 外 𠮷 𠮷

以上監査の結果、適法かつ正確妥当であることを認めます。
令和 6 年 6 月

第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで



貸借対照表 第109期末
令和6年3月31日現在

科目 金額 科目 金額
（資産の部） 千円 （負債の部） 千円

現 金 2,979,163 預 金 積 金 329,839,231

預 け 金 71,933,290 当 座 預 金 3,878,497
買入金銭債権 1,058,492 普 通 預 金 168,236,816
金 銭 の 信 託 － 貯 蓄 預 金 216,873
有 価 証 券 90,846,572 通 知 預 金 909,331

国 債 12,145,785 定 期 預 金 149,121,266
地 方 債 17,725,907 定 期 積 金 6,194,377
社 債 29,703,119 その他の預金 1,282,067
株 式 1,831,830 借 用 金 300,323

その他の証券 29,439,930 借 入 金 300,323
貸 出 金 177,474,982 そ の 他 負 債 833,546

割 引 手 形 203,337 未決済為替借 194,890
手 形 貸 付 5,182,278 未 払 費 用 158,957
証 書 貸 付 153,086,240 給付補塡備金 1,076
当 座 貸 越 19,003,125 未払法人税等 123,114
そ の 他 資 産 2,363,941 前 受 収 益 11,579

未決済為替貸 108,163 払 戻 未 済 金 4,992
信金中金出資金 1,860,600 職 員 預り 金 115,236
前 払 費 用 2,979 リ ース 債 務 154,590
未 収 収 益 280,342 資産除去債務 10,564
その他の資産 111,856 その他の負債 58,543
有形固定資産 2,348,782 賞 与 引 当 金 78,237

建 物 430,638 役員賞与引当金 7,668

土 地 1,545,231 退職給付引当金 316,812

リ ース 資 産 134,068 役員退職慰労引当金 103,752

建 設 仮 勘 定 － 睡眠預金払戻損失引当金 5,307

その他の有形固定資産 238,843 偶発損失引当金 35,376

無形固定資産 98,710 特別法上の引当金 －

ソフトウェア 68,671 債 務 保 証 4,369,829

リ ース 資 産 3,394 負債の部合計 335,890,117 

その他の無形固定資産 26,645 （純資産の部）
繰延税金資産 1,057,176 出 資 金 730,815

債務保証見返 4,369,829 普 通 出 資 金 730,815
貸 倒 引 当 金 △ 6,706,946 優 先 出 資 金 －

（うち個別貸倒引当金） （△ 5,820,198）優先出資申込証拠金 －

資 本 剰 余 金 －

利 益 剰 余 金 14,902,342

利 益 準 備 金 735,813
その他の利益剰余金 14,166,529
特別積立金 17,877,580

（経営安定化特別積立金） （1,500,000）
当期未処理損失金 3,711,050

（当期純損失） （3,859,300）
処分未済持分 △ 20,169

自己優先出資
会員勘定合計 15,612,988

その他有価証券評価差額金 △ 3,679,074

繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計 △ 3,679,074

純資産の部合計 11,933,914

資産の部合計 347,823,996 負債及び純資産の部合計 347,823,996

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

損益計算書 第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科目 金額
千円

経 常 収 益 4,264,112

資 金 運 用 収 益 3,464,137

貸 出 金 利 息 2,391,784
預 け 金 利 息 247,184
有価証券利息配当金 693,201
そ の 他 の 受 入 利 息 131,966
役 務 取 引 等 収 益 408,404

受 入 為 替 手 数 料 135,500
そ の 他 の 役 務 収 益 272,903
そ の 他 業 務 収 益 36,512

外 国 為 替 売 買 益 －
国 債 等 債 券 売 却 益 200
国 債 等 債 券 償 還 益 4,767
そ の 他 の 業 務 収 益 31,545
そ の 他 経 常 収 益 355,057

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －
償 却 債 権 取 立 益 9,497
株 式 等 売 却 益 296,699
金 銭 の 信 託 運 用 益 －
そ の 他 の 経 常 収 益 48,861

経 常 費 用 8,306,308

資 金 調 達 費 用 34,862

預 金 利 息 21,506
給付補塡備金繰入額 377
借 用 金 利 息 7,133
そ の 他 の 支 払 利 息 5,844
役 務 取 引 等 費 用 283,918

支 払 為 替 手 数 料 51,195
そ の 他 の 役 務 費 用 232,722
そ の 他 業 務 費 用 100,522

外 国 為 替 売 買 損 －
国 債 等 債 券 売 却 損 98,041
国 債 等 債 券 償 還 損 808
国 債 等 債 券 償 却 －
そ の 他 の 業 務 費 用 1,673
経 費 2,830,414

人 件 費 1,619,241
物 件 費 1,099,811
税 金 111,361
そ の 他 経 常 費 用 5,056,591

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 4,911,686
貸 出 金 償 却 2,527
株 式 等 売 却 損 102,095
株 式 等 償 却 590
金 銭 の 信 託 運 用 損 －
そ の 他 資 産 償 却 5,152
そ の 他 の 経 常 費 用 34,539

経 常 損 失 4,042,196

特 別 利 益 －

固 定 資 産 処 分 益 － 
そ の 他 の 特 別 利 益 － 

特 別 損 失 117,503

固 定 資 産 処 分 損 670 
減 損 損 失 116,832 
そ の 他 の 特 別 損 失 － 

税 引 前 当 期 純 損 失 4,159,700

法人税・住民税及び事業税 188,063

法 人 税 等 調 整 額 △ 488,463

法 人 税 等 合 計 △ 300,399

当 期 純 損 失 3,859,300

繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 148,249

当 期 未 処 理 損 失 金 3,711,050

(注)記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

剰余金処分
（円）

当期未処理損失金 3,711,050,633
　　当期純損失 3,859,300,022
　　前期繰越金 148,249,389
積立金取崩額
　　特別積立金取崩額 3,900,000,000
　　（うち経営安定化特別積立金） （1,500,000,000）
計 188,949,367

これをつぎのとおり処分する

剰余金処分額 14,316,927
　　利益準備金 −
　　普通出資に対する配当金（年 2％） 14,316,927
　　特別積立金
繰越金（当期末残高） 174,632,440

貸借対照表、損益計算書および剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2の規定にもと
づき、太陽有限責任監査法人の監査を受け、いずれも正しく示されているものと認められてい
ます。

令和6年6月

のと共栄信用金庫

理 事 長 鈴 木 正 俊

専 務 理 事 
（ 統 括 本 部 長 ） 鰀 目 孝 和

常 務 理 事 
（管理本部長・事務管理部長） 田 村 謙 吉

常 務 理 事 
（ 営 業 本 部 長 ） 鰀 目 　 剛

常 勤 理 事 
（管理本部副本部長・融資管理部長） 片 原 孝 憲

理 事 小 田 與 之 彦

理 事 小 松 栄 子

理 事 伊 藤 康 夫

常 勤 監 事 宮 本  　 明

監 事 
（ 員 外 ） 池 水 龍 一

監 事 𠮷𠮷 𠮷 外 𠮷 𠮷

以上監査の結果、適法かつ正確妥当であることを認めます。
令和 6 年 6 月

第109期
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで



令和５年度のあゆみ

令和6年3月31日現在
会 員 数
出 資 金
店 舗 数
役 職 員 数
預 金
貸 出 金

30,069人
730,815千円

24店
198人

329,839,231千円
177,474,982千円

地域貢献型定期預金の発売
青柏祭各町保存会に運営助成金を寄付
リコージャパンとデジタル化推進のための業務提携
令和５年奥能登地震発災
令和５年奥能登地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの発売
（～１０月３１日）	
全店相談窓口設置
のとしんカレッジ２９期生開講式
珠洲復興応援定期預金「がんばろう！珠洲」の発売
しんきん法人ポータル「ケイエール」の取扱いを開始
PayPayとの口座連携を開始
珠洲市に義援金を寄付
のとしん災害復旧ローンの対象にかほく市付近の大雨を対象に
追加（～１０月３１日）
本店営業部においてカブトムシ・クワガタムシのプレゼント実施
のとしんＳＤＧｓ地方創生ローンの取扱いを開始
鳴和支店において献血活動の実施
スマホ決済サービス「ＢａｎｋＰａｙ」の取扱いを開始
ノトツグとの事業承継に関する第１号事例締結
ふるさと教育応援定期預金Ⅱ（ニュー青雲の志）の発売
ＩＣキャッシュカードの取扱開始
Hi-Co通帳の取扱開始
のとじまの松林除草作業
のとしんキャロットクラブ定期総会開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペの開催
一般社団法人ライフサポート協会と相続関連で業務提携
かなざわ能登くらぶ開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペでの募金を石川県共同
募金会へ寄付
第２９回石動山の森づくり
ふるさと応援定期預金（好きです！田鶴浜、好きです！中島）の発売
令和６年能登半島地震発災
	災害総合対策本部を設置
令和６年能登半島地震の災害等による相談窓口開設
輪島支店・穴水支店の営業再開（営業時間縮退）
令和６年能登半島地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの
発売
預金調査事務電子化開始
ふるさと応援復興支援チーム発足

令和5年  4月 3 日
4月13日
4月25日
5月 5 日
5月 8 日

5月10日
6月 1 日

6月15日
7月23日
7月24日

7月25日
8月25日

9月 1 日
9月13日
9月20日

10月11日
10月16日
10月23日
10月25日
10月26日
11月 6 日
11月 7 日

11月11日
12月 1 日

令和6年  1月 1 日
1月 2 日
1月 4 日
1月 9 日

1月15日
4月 1 日

店舗のごあんない
みなさまの暮らしのネットワーク

◎	本店営業部
◎	羽 咋 支 店
◎	高 浜 支 店
○	富 来 支 店
◎	川原町支店
◎	津 幡 支 店
◎	かしま支店
◎	鳴 和 支 店
◎	押 水 支 店
	 七 塚 支 店
	 鹿 北 支 店
◎	和 倉 支 店
	 穴 水 支 店
◎	宇ノ気支店
◎	輪 島 支 店
◎	久 安 支 店
◎	内 灘 支 店
	 竪 町 支 店
	 野 町 支 店
	 西 部 支 店
◎	野々市支店
◎	森 本 支 店
◎八日市支店
◎	杜の里支店

七 尾 市 桧 物 町 35 番 地

羽咋市本町コ 86 番地の 2

羽咋郡志賀町高浜町ク60番地の 48

羽咋郡志賀町富来地頭町8の204番地の1

七尾市上府中町ソ部3番地の1

河北郡津幡町字津幡ハ7番地の1

鹿島郡中能登町井田め25番1

金沢市鳴和二丁目 1番 5号

羽咋郡宝達志水町小川弐部89番地の 1

かほく市松浜イの65番地3

七 尾 市 白 浜 町 76 番 地

七尾市石崎町ヨ部 70番地の 104

鳳珠郡穴水町字川島ソの72番地

かほく市内日角四丁目14番地

輪島市河井町17部30番地4

金沢市久安三丁目397番地

河北郡内灘町字鶴ヶ丘四丁目1番地260

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市長田二丁目 24番 36号

野々市市高橋町18番18号

金 沢 市 吉 原 町 ハ 31 番 1

金沢市八日市出町812番地

金沢市もりの里二丁目97番地

（ATMコーナー）上記店舗で稼働しています。
また○印は土曜も稼働、◎印は土曜・日曜・祝日も稼働しています。

☎（0767）52-3450㈹

☎（0767）22-1144㈹

☎（0767）32-1177㈹

☎（0767）42-1127㈹

☎（0767）53-2229㈹

☎（076）289-4151㈹

☎（0767）76-1144㈹

☎（076）252-6255㈹

☎（0767）28-4444㈹

☎（076）283-4646㈹

☎（0767）68-3755㈹

☎（0767）62-4646㈹

☎（0768）52-1110㈹

☎（076）283-3955㈹

☎（0768）22-0263㈹

☎（076）242-1406㈹

☎（076）286-4222㈹

☎（076）261-5188㈹

☎（076）242-3610㈹

☎（076）263-0311㈹

☎（076）246-3721㈹

☎（076）258-0159㈹

☎（076）240-2181㈹

☎（076）233-2262㈹

令和6年6月21日現在

営業のごあんない
◆融資 担保・第三者保証人不要の事業資金（個人事業主様向け） ・・・・・スマイル

自分にあった住宅ローン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　選択名人
リフォームを安心と安全で万全サポート・・・・・・・・・・・・・　リフォームローン
マイカーの購入に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自動車ローン
教育費用全般に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　教育ローン、教育カードローン
資金使途自由、来店不要WEBで完結 ・・・・・フリーローン、カードローン

◆代理業務 株式会社日本政策金融公庫，独立行政法人福祉医療機構，
信金中央金庫などの代理貸付をお取扱いしています。

◆預金 ふるさと文化応援定期預金 ・・・・・・・長谷川等伯 再発見ファンド『等伯』
能登の森づくり定期預金 ・・・・・・・・森づくりファンド『やまもり』
多子家族を応援する定期預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子宝１０００
年金をお受取りの方専用の定期預金 ……………………… 悠々３５０
全額保護の決済用預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　無利息型普通預金
被後見人の財産保全に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後見支援預金
毎日の暮らしやご商売に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・普通預金、他各種預金

◆内国為替 全国各地へのご送金、手形・小切手等の取立をスピーディ
にお取扱いいたします。

◆投資信託 株式・債券・リートなどに分散投資することにより資産形成
をお手伝いします。

◆損害保険 住宅ローンの長期火災保険、病気やけがによる就業不能
期間の返済をバックアップする債務返済支援保険及び不
慮のケガや賠償事故に備える傷害保険をお取扱いしてい
ます。

◆生命保険 万一の保障が生涯続く終身保険及び病気やケガによる入
院・通院に備える医療保険、万一のがんに備えるがん保険
等をお取扱いしています。

◆確定拠出年金 加入者自らが運用を行う新しい年金制度で企業型と個人型
（iDeCo)の２種類をお取扱いしています。

◆信託 相続、生前贈与のニーズにお応えする個人向け信託商品を
お取扱いしています。

◆サービス業務
・各種自動受取 年金、給与、ボーナスなど各種自動受取サービス
・各種自動支払 電気料、電話料、ガス料、水道料、NHK受信料、国税、地方

税、各種保険料、各種クレジットカード利用代金、その他各
種自動支払サービス

・のとしんキャッシュカード 全国の信用金庫、都市銀行、地方銀行のほか、信用組合、農
業協同組合、コンビニATM等で現金を引き出しできる便
利なカードです。デビットカードとして買物代金のお支払い
にも利用できます。

・しんきん ATM
サービス

当金庫のキャッシュカードを利用した場合、北陸三県内に
本店を置く信用金庫のＡＴＭ利用手数料が終日無料とな
ります。なお、北陸三県外に本店を置く信用金庫のＡＴＭ
では、平日・土曜日の時間外および日曜日・祝日のご利用
は有料となります。

・ATM 利用手数料
還元サービス

年金または給与の受取口座を当金庫に指定されている方に
は、他金融機関等のＡＴＭ利用において有料となったＡＴＭ
利用手数料を月３回分までお返しします。

・国債 個人向け国債をお取扱いしています。
・貸金庫 （本店営業部、羽咋支店、野々市支店）
・夜間金庫 （本店営業部）
・両替 円両替



令和５年度のあゆみ

令和6年3月31日現在
会 員 数
出 資 金
店 舗 数
役 職 員 数
預 金
貸 出 金

30,069人
730,815千円

24店
198人

329,839,231千円
177,474,982千円

地域貢献型定期預金の発売
青柏祭各町保存会に運営助成金を寄付
リコージャパンとデジタル化推進のための業務提携
令和５年奥能登地震発災
令和５年奥能登地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの発売
（～１０月３１日）	
全店相談窓口設置
のとしんカレッジ２９期生開講式
珠洲復興応援定期預金「がんばろう！珠洲」の発売
しんきん法人ポータル「ケイエール」の取扱いを開始
PayPayとの口座連携を開始
珠洲市に義援金を寄付
のとしん災害復旧ローンの対象にかほく市付近の大雨を対象に
追加（～１０月３１日）
本店営業部においてカブトムシ・クワガタムシのプレゼント実施
のとしんＳＤＧｓ地方創生ローンの取扱いを開始
鳴和支店において献血活動の実施
スマホ決済サービス「ＢａｎｋＰａｙ」の取扱いを開始
ノトツグとの事業承継に関する第１号事例締結
ふるさと教育応援定期預金Ⅱ（ニュー青雲の志）の発売
ＩＣキャッシュカードの取扱開始
Hi-Co通帳の取扱開始
のとじまの松林除草作業
のとしんキャロットクラブ定期総会開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペの開催
一般社団法人ライフサポート協会と相続関連で業務提携
かなざわ能登くらぶ開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペでの募金を石川県共同
募金会へ寄付
第２９回石動山の森づくり
ふるさと応援定期預金（好きです！田鶴浜、好きです！中島）の発売
令和６年能登半島地震発災
	災害総合対策本部を設置
令和６年能登半島地震の災害等による相談窓口開設
輪島支店・穴水支店の営業再開（営業時間縮退）
令和６年能登半島地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの
発売
預金調査事務電子化開始
ふるさと応援復興支援チーム発足

令和5年  4月 3 日
4月13日
4月25日
5月 5 日
5月 8 日

5月10日
6月 1 日

6月15日
7月23日
7月24日

7月25日
8月25日

9月 1 日
9月13日
9月20日

10月11日
10月16日
10月23日
10月25日
10月26日
11月 6 日
11月 7 日

11月11日
12月 1 日

令和6年  1月 1 日
1月 2 日
1月 4 日
1月 9 日

1月15日
4月 1 日

店舗のごあんない
みなさまの暮らしのネットワーク

◎	本店営業部
◎	羽 咋 支 店
◎	高 浜 支 店
○	富 来 支 店
◎	川原町支店
◎	津 幡 支 店
◎	かしま支店
◎	鳴 和 支 店
◎	押 水 支 店
	 七 塚 支 店
	 鹿 北 支 店
◎	和 倉 支 店
	 穴 水 支 店
◎	宇ノ気支店
◎	輪 島 支 店
◎	久 安 支 店
◎	内 灘 支 店
	 竪 町 支 店
	 野 町 支 店
	 西 部 支 店
◎	野々市支店
◎	森 本 支 店
◎八日市支店
◎	杜の里支店

七 尾 市 桧 物 町 35 番 地

羽咋市本町コ 86 番地の 2

羽咋郡志賀町高浜町ク60番地の 48

羽咋郡志賀町富来地頭町8の204番地の1

七尾市上府中町ソ部3番地の1

河北郡津幡町字津幡ハ7番地の1

鹿島郡中能登町井田め25番1

金沢市鳴和二丁目 1番 5号

羽咋郡宝達志水町小川弐部89番地の 1

かほく市松浜イの65番地3

七 尾 市 白 浜 町 76 番 地

七尾市石崎町ヨ部 70番地の 104

鳳珠郡穴水町字川島ソの72番地

かほく市内日角四丁目14番地

輪島市河井町17部30番地4

金沢市久安三丁目397番地

河北郡内灘町字鶴ヶ丘四丁目1番地260

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市長田二丁目 24番 36号

野々市市高橋町18番18号

金 沢 市 吉 原 町 ハ 31 番 1

金沢市八日市出町812番地

金沢市もりの里二丁目97番地

（ATMコーナー）上記店舗で稼働しています。
また○印は土曜も稼働、◎印は土曜・日曜・祝日も稼働しています。

☎（0767）52-3450㈹

☎（0767）22-1144㈹

☎（0767）32-1177㈹

☎（0767）42-1127㈹

☎（0767）53-2229㈹

☎（076）289-4151㈹

☎（0767）76-1144㈹

☎（076）252-6255㈹

☎（0767）28-4444㈹

☎（076）283-4646㈹

☎（0767）68-3755㈹

☎（0767）62-4646㈹

☎（0768）52-1110㈹

☎（076）283-3955㈹

☎（0768）22-0263㈹

☎（076）242-1406㈹

☎（076）286-4222㈹

☎（076）261-5188㈹

☎（076）242-3610㈹

☎（076）263-0311㈹

☎（076）246-3721㈹

☎（076）258-0159㈹

☎（076）240-2181㈹

☎（076）233-2262㈹

令和6年6月21日現在

営業のごあんない
◆融資 担保・第三者保証人不要の事業資金（個人事業主様向け） ・・・・・スマイル

自分にあった住宅ローン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　選択名人
リフォームを安心と安全で万全サポート・・・・・・・・・・・・・　リフォームローン
マイカーの購入に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自動車ローン
教育費用全般に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　教育ローン、教育カードローン
資金使途自由、来店不要WEBで完結 ・・・・・フリーローン、カードローン

◆代理業務 株式会社日本政策金融公庫，独立行政法人福祉医療機構，
信金中央金庫などの代理貸付をお取扱いしています。

◆預金 ふるさと文化応援定期預金 ・・・・・・・長谷川等伯 再発見ファンド『等伯』
能登の森づくり定期預金 ・・・・・・・・森づくりファンド『やまもり』
多子家族を応援する定期預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子宝１０００
年金をお受取りの方専用の定期預金 ……………………… 悠 ３々５０
全額保護の決済用預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　無利息型普通預金
被後見人の財産保全に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後見支援預金
毎日の暮らしやご商売に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・普通預金、他各種預金

◆内国為替 全国各地へのご送金、手形・小切手等の取立をスピーディ
にお取扱いいたします。

◆投資信託 株式・債券・リートなどに分散投資することにより資産形成
をお手伝いします。

◆損害保険 住宅ローンの長期火災保険、病気やけがによる就業不能
期間の返済をバックアップする債務返済支援保険及び不
慮のケガや賠償事故に備える傷害保険をお取扱いしてい
ます。

◆生命保険 万一の保障が生涯続く終身保険及び病気やケガによる入
院・通院に備える医療保険、万一のがんに備えるがん保険
等をお取扱いしています。

◆確定拠出年金 加入者自らが運用を行う新しい年金制度で企業型と個人型
（iDeCo)の２種類をお取扱いしています。

◆信託 相続、生前贈与のニーズにお応えする個人向け信託商品を
お取扱いしています。

◆サービス業務
・各種自動受取 年金、給与、ボーナスなど各種自動受取サービス
・各種自動支払 電気料、電話料、ガス料、水道料、NHK受信料、国税、地方

税、各種保険料、各種クレジットカード利用代金、その他各
種自動支払サービス

・のとしんキャッシュカード 全国の信用金庫、都市銀行、地方銀行のほか、信用組合、農
業協同組合、コンビニATM等で現金を引き出しできる便
利なカードです。デビットカードとして買物代金のお支払い
にも利用できます。

・しんきん ATM
サービス

当金庫のキャッシュカードを利用した場合、北陸三県内に
本店を置く信用金庫のＡＴＭ利用手数料が終日無料とな
ります。なお、北陸三県外に本店を置く信用金庫のＡＴＭ
では、平日・土曜日の時間外および日曜日・祝日のご利用
は有料となります。

・ATM 利用手数料
還元サービス

年金または給与の受取口座を当金庫に指定されている方に
は、他金融機関等のＡＴＭ利用において有料となったＡＴＭ
利用手数料を月３回分までお返しします。

・国債 個人向け国債をお取扱いしています。
・貸金庫 （本店営業部、羽咋支店、野々市支店）
・夜間金庫 （本店営業部）
・両替 円両替



令和５年度のあゆみ

令和6年3月31日現在
会 員 数
出 資 金
店 舗 数
役 職 員 数
預 金
貸 出 金

30,069人
730,815千円

24店
198人

329,839,231千円
177,474,982千円

地域貢献型定期預金の発売
青柏祭各町保存会に運営助成金を寄付
リコージャパンとデジタル化推進のための業務提携
令和５年奥能登地震発災
令和５年奥能登地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの発売
（～１０月３１日）	
全店相談窓口設置
のとしんカレッジ２９期生開講式
珠洲復興応援定期預金「がんばろう！珠洲」の発売
しんきん法人ポータル「ケイエール」の取扱いを開始
PayPayとの口座連携を開始
珠洲市に義援金を寄付
のとしん災害復旧ローンの対象にかほく市付近の大雨を対象に
追加（～１０月３１日）
本店営業部においてカブトムシ・クワガタムシのプレゼント実施
のとしんＳＤＧｓ地方創生ローンの取扱いを開始
鳴和支店において献血活動の実施
スマホ決済サービス「ＢａｎｋＰａｙ」の取扱いを開始
ノトツグとの事業承継に関する第１号事例締結
ふるさと教育応援定期預金Ⅱ（ニュー青雲の志）の発売
ＩＣキャッシュカードの取扱開始
Hi-Co通帳の取扱開始
のとじまの松林除草作業
のとしんキャロットクラブ定期総会開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペの開催
一般社団法人ライフサポート協会と相続関連で業務提携
かなざわ能登くらぶ開催
のとしんチャリティー合同ゴルフコンペでの募金を石川県共同
募金会へ寄付
第２９回石動山の森づくり
ふるさと応援定期預金（好きです！田鶴浜、好きです！中島）の発売
令和６年能登半島地震発災
	災害総合対策本部を設置
令和６年能登半島地震の災害等による相談窓口開設
輪島支店・穴水支店の営業再開（営業時間縮退）
令和６年能登半島地震を対象としたのとしん災害復旧ローンの
発売
預金調査事務電子化開始
ふるさと応援復興支援チーム発足

令和5年  4月 3 日
4月13日
4月25日
5月 5 日
5月 8 日

5月10日
6月 1 日

6月15日
7月23日
7月24日

7月25日
8月25日

9月 1 日
9月13日
9月20日

10月11日
10月16日
10月23日
10月25日
10月26日
11月 6 日
11月 7 日

11月11日
12月 1 日

令和6年  1月 1 日
1月 2 日
1月 4 日
1月 9 日

1月15日
4月 1 日

店舗のごあんない
みなさまの暮らしのネットワーク

◎	本店営業部
◎	羽 咋 支 店
◎	高 浜 支 店
○	富 来 支 店
◎	川原町支店
◎	津 幡 支 店
◎	かしま支店
◎	鳴 和 支 店
◎	押 水 支 店
	 七 塚 支 店
	 鹿 北 支 店
◎	和 倉 支 店
	 穴 水 支 店
◎	宇ノ気支店
◎	輪 島 支 店
◎	久 安 支 店
◎	内 灘 支 店
	 竪 町 支 店
	 野 町 支 店
	 西 部 支 店
◎	野々市支店
◎	森 本 支 店
◎八日市支店
◎	杜の里支店

七 尾 市 桧 物 町 35 番 地

羽咋市本町コ 86 番地の 2

羽咋郡志賀町高浜町ク60番地の 48

羽咋郡志賀町富来地頭町8の204番地の1

七尾市上府中町ソ部3番地の1

河北郡津幡町字津幡ハ7番地の1

鹿島郡中能登町井田め25番1

金沢市鳴和二丁目 1番 5号

羽咋郡宝達志水町小川弐部89番地の 1

かほく市松浜イの65番地3

七 尾 市 白 浜 町 76 番 地

七尾市石崎町ヨ部 70番地の 104

鳳珠郡穴水町字川島ソの72番地

かほく市内日角四丁目14番地

輪島市河井町17部30番地4

金沢市久安三丁目397番地

河北郡内灘町字鶴ヶ丘四丁目1番地260

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市野町二丁目 4番 6号

金沢市長田二丁目 24番 36号

野々市市高橋町18番18号

金 沢 市 吉 原 町 ハ 31 番 1

金沢市八日市出町812番地

金沢市もりの里二丁目97番地

（ATMコーナー）上記店舗で稼働しています。
また○印は土曜も稼働、◎印は土曜・日曜・祝日も稼働しています。

☎（0767）52-3450㈹

☎（0767）22-1144㈹

☎（0767）32-1177㈹

☎（0767）42-1127㈹

☎（0767）53-2229㈹

☎（076）289-4151㈹

☎（0767）76-1144㈹

☎（076）252-6255㈹

☎（0767）28-4444㈹

☎（076）283-4646㈹

☎（0767）68-3755㈹

☎（0767）62-4646㈹

☎（0768）52-1110㈹

☎（076）283-3955㈹

☎（0768）22-0263㈹

☎（076）242-1406㈹

☎（076）286-4222㈹

☎（076）261-5188㈹

☎（076）242-3610㈹

☎（076）263-0311㈹

☎（076）246-3721㈹

☎（076）258-0159㈹

☎（076）240-2181㈹

☎（076）233-2262㈹

令和6年6月21日現在

営業のごあんない
◆融資 担保・第三者保証人不要の事業資金（個人事業主様向け） ・・・・・スマイル

自分にあった住宅ローン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　選択名人
リフォームを安心と安全で万全サポート・・・・・・・・・・・・・　リフォームローン
マイカーの購入に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　自動車ローン
教育費用全般に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　教育ローン、教育カードローン
資金使途自由、来店不要WEBで完結 ・・・・・フリーローン、カードローン

◆代理業務 株式会社日本政策金融公庫，独立行政法人福祉医療機構，
信金中央金庫などの代理貸付をお取扱いしています。

◆預金 ふるさと文化応援定期預金 ・・・・・・・長谷川等伯 再発見ファンド『等伯』
能登の森づくり定期預金 ・・・・・・・・森づくりファンド『やまもり』
多子家族を応援する定期預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子宝１０００
年金をお受取りの方専用の定期預金 ……………………… 悠々３５０
全額保護の決済用預金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　無利息型普通預金
被後見人の財産保全に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後見支援預金
毎日の暮らしやご商売に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・普通預金、他各種預金

◆内国為替 全国各地へのご送金、手形・小切手等の取立をスピーディ
にお取扱いいたします。

◆投資信託 株式・債券・リートなどに分散投資することにより資産形成
をお手伝いします。

◆損害保険 住宅ローンの長期火災保険、病気やけがによる就業不能
期間の返済をバックアップする債務返済支援保険及び不
慮のケガや賠償事故に備える傷害保険をお取扱いしてい
ます。

◆生命保険 万一の保障が生涯続く終身保険及び病気やケガによる入
院・通院に備える医療保険、万一のがんに備えるがん保険
等をお取扱いしています。

◆確定拠出年金 加入者自らが運用を行う新しい年金制度で企業型と個人型
（iDeCo)の２種類をお取扱いしています。

◆信託 相続、生前贈与のニーズにお応えする個人向け信託商品を
お取扱いしています。

◆サービス業務
・各種自動受取 年金、給与、ボーナスなど各種自動受取サービス
・各種自動支払 電気料、電話料、ガス料、水道料、NHK受信料、国税、地方

税、各種保険料、各種クレジットカード利用代金、その他各
種自動支払サービス

・のとしんキャッシュカード 全国の信用金庫、都市銀行、地方銀行のほか、信用組合、農
業協同組合、コンビニATM等で現金を引き出しできる便
利なカードです。デビットカードとして買物代金のお支払い
にも利用できます。

・しんきん ATM
サービス

当金庫のキャッシュカードを利用した場合、北陸三県内に
本店を置く信用金庫のＡＴＭ利用手数料が終日無料とな
ります。なお、北陸三県外に本店を置く信用金庫のＡＴＭ
では、平日・土曜日の時間外および日曜日・祝日のご利用
は有料となります。

・ATM 利用手数料
還元サービス

年金または給与の受取口座を当金庫に指定されている方に
は、他金融機関等のＡＴＭ利用において有料となったＡＴＭ
利用手数料を月３回分までお返しします。

・国債 個人向け国債をお取扱いしています。
・貸金庫 （本店営業部、羽咋支店、野々市支店）
・夜間金庫 （本店営業部）
・両替 円両替


